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 地獄谷群出身のNBRPのニホンザルが京

都大学霊長類研究所で飼育されています。

そのグループに，目立った外見をした子ザル

が誕生しました。その子ザルは，深いしわが

顔にも全身にも見られたので，「シワコ」という

愛称で呼ばれるようになりました。 

 シワコが，通常幼児期には発症しない白内

障になったので，私たちは，肉体の急激な老

化が異常に早期に進行する早老症（ヒトで非

常にまれにみられる遺伝病）ではないかと疑

いました。さまざまな検査を行った結果，シワ

コには様々な生理機能の老化や脳の萎縮，

細胞分裂の異常，DNA修復機能の低下など

があることが判明しました。 

 しかし，これまでに知られているヒトの早老

症の原因遺伝子には異常がありませんでし

た。シワコの解析を進め，早老症や老化を研

究するためのモデル開発を目指しています。 
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図の説明  

（上）生後8ヶ月のシワコと母ザル 

（下）シワコは幼児期に海馬が萎縮していた（ＭＲＩ画像） 


